
・直接議員と意見を交わすことができ貴重な経験となりました。自分の考えを客観視することができました。
・自分たちの活動をほめてもらうことができたので、これからも自信をもてるようになりました。
・前から行政や議会に興味があって、今回の体験でますます興味をもつことができました。
・他の高校の方々も自分たちとは観点の違うところから質問をしていて、すごいと思いました。
・他の高校生議員の方々の質問や委員長の答弁も参考になりました。
・すごく緊張して心臓ドキドキでしたが、貴重な体験ができて楽しかったです。

愛知県から大台町に移住してきた。家
族で家を持とうというタイミングで、長く暮
らしていくことのできる場所を探していると
き、たまたま大台町に住みたい物件があ
ったことがきっかけで移住した。１０年間ほ
ど暮らした感想としては、とても住みやすく
満足している。
移住してからは１年半、大台町観光協
会で働き、アウトドアプログラムのコンテ
ンツ化が地域に必要なのではないかと感
じてＶｅｒｄｅ大台ツーリズムを立ち上げた。
大台町には素晴らしいエリアがあるので、
１人でも多くの人にこの地域の自然の豊か
さを知ってほしいと思い、地域の魅力を作
って発信するという意識で活動している。
特に、地域ブランディングにつながるコン
テンツ作りが大事だと考えている。

ふるさと案内人の会は、平成の大合併を機に結成し、町の自然環境と
歴史を基にした地域おこしを、町民の皆さんの協力をいただきながら１６
年間行ってきた。地域の学校で歴史や自然を知ってもらう講座などに精
力的に取り組んでおり、最近はVISONへの遠足など親子で参加できる屋
外行事も行っている。
人口減少や高齢化の
影響もあるのか、若い会
員が少なくなってきてお
り、思うように人材育成
ができていないことが
課題。子供たちと親に
興味を持ってもらえる
と、町の良さも分かっ
て地域への関心が深
まり、定住してもらう
ことや将来の活動に
もつながると思うの
で、学校行事との
関わりを大切にして
地域づくりに取り
組んでいきたい。

津市から多気町に移住しており、きっかけは、家族が自
然豊かなところで過ごしたかったことに加えて、大台町に
ある設計工務店の事業継承者がいなかったこと。

移住促進の活動は、有志で集まった団体の一般
社団法人ＡＷＡプロジェクトを通して、大台町から
の業務委託を受けて、主に空き家対策に取り
組んでいる。今は住宅調査などを行っており、
建物を評価することで次に住もうとしてい
る方が客観的に判断しやすくなるため、
空き家の流通が活性化されてきてい
ると感じる。空き家は廃棄されてい
くものではなく、大台町の大切
な資源であり財産であるとい
う考えで、可能性や活用方
法を考えてそれを実現す
るために活動している。

アナウンサーとして県内で
活動していたが、大台町行
政番組「お～ちゃん」のキャ
スターとして採用されたこと
をきっかけに大台町に通う
ことになった。以前は四日
市市に住んでいたが、通
うには遠かったことから
大台町役場の皆さんに
大台町は住みやすいと
ころだよと紹介をして
もらい、地域おこし協
力隊のお話をいただ
いて大台町に移住
することになった。
協力隊退任後

は大台町観光協
会で勤務しており、フォトコンテストやフォト
ツアーの開催、展示会などを企画して大台
町の観光をＰＲしている。課題としては、町
内の観光地の認知度不足があると考えてお
り、YouTubeやSNSなどさまざまなメディア
での発信に力を入れている。今後は地域住
民の方が主体となる観光地を目指していき
たいと思っている。
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みえ現場de県議会を開催
テーマ　「人口減少対策 ～移住による地域おこし～」

三重県議会では、県民の皆さんの多様な意見を県議会での議論に反映していくため、テーマを設定し、
県民の皆さんから直接意見を聞く「みえ現場de県議会」を平成22年度から開催しています。
令和４年度は、「人口減少対策 ～移住による地域おこし～」をテーマに、大台町で開催しました。

みえ県議会新聞は、年に２回発行しています。
ＮＯ．２では、令和４年度の議会の取り組みについて、次のとおり各紙面でお伝えします。

三重県では、年々加速する人口減少問題に取り組むため、令和４年度を「人口減少対策元年」として推進体制の整
備を行っています。人口減少は、都市、集落機能や地域活力の低下といったさまざまな影響があることから、対策とし
て県内の各市町ではさまざまな取り組みが実施されています。その一つに移住の促進による地域活性化があり、県と
しても市町の取り組みを把握し、連携して施策を進めていくことが一層重要となっています。
また、８月２２日に開催した「みえ高校生県議会」においても、三重県の地域活性化には移住者の増加が必要なこと
や、実際に移住してもらうための支援策について提案がありました。
そこで今回は、「人口減少対策」をテーマに、移住政策や地域おこしなどの活動を通じて地域を盛り上げている方々

と、人口が減少する中、どう地域活力を高めていくか、取り組みの実情を踏まえて意見交換を行いました。

日　時 　令和４年11月17日（木）13：30～16：00
場　所 　グリーンプラザおおだい 多目的ホール
主　催 　三重県議会 広聴広報会議
参加者 〇 大台町で地域を盛り上げている方々　６人

〇 三重県議会議員　10人　

皆さんからいただいたご意見は、全議員で共有し、県政への反映につながるよう取り組んでいきます。
※意見交換の中から、主な意見を掲載しています。なお、当日の概要は、三重県議会ホームページでご覧いただけます。

議長、広聴広報会議座長（副議長）、広聴広報会議委員、
総務地域連携デジタル社会推進常任委員長、
戦略企画雇用経済常任副委員長

みえ現場de県議会

みえ現場de県議会を開催 みえ高校生県議会
開催レポート

条例・広聴広報の取り組み
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令和４年度（２０２２年度）NO.２

みえ

大台町では年々進行する人口減少に伴い空き家が増えて
おり、平成２４年度から空き家バンク制度を創設し、空き家
の利活用を進めている。さらに、昨年７月から空き家バンク
の運営や相談窓口業務を一般社団法人ＡＷＡプロジェクトに
業務委託をしており、これまで行政のみで対応していた空き
家バンクの運営や、空き家の利用希望者からの相談に対し
て柔軟で的確な対応ができると期待している。
空き家利用者の方の中には民泊やカフェを起業される方

もおり、移住者に活動拠点として町内の空き家を利用しても
らえるよう、令和２年度から地方創生推進交付金を活用し、
利活用可能と思われる空き家の掘り起こしや人材育成のた
めの講座を開設するなど、それぞれのニーズに合わせたサポ
ート事業を提供している。本年７月からは、空き家バンク登録
物件を改修した際に最高１００万円を助成する補助金を創設
しており、活発な空き家の利活用につなげていきたい。

大台町役場企画課
 みやもと ほまれ

宮本  誉さん

私が大台町に移住し
たきっかけは仕事。もと
もと大台町には宮川高
校と昴学園の二つの高
校があったが、宮川高
校が廃校になり、昴学
園も長年定員割れが続
いていて、このままでは
学校がなくなってしまう
という状況で、大台町で
地域おこし協力隊として
学校運営のサポートを
行う人材を募集してい
たため、移住してきた。
昴学園には多くの魅

力があり、中でも大規模
の寮で学んでいる公立学校というのは、全国的にみても珍しい点
だと思う。道の駅のイベントに参加したり、地元のお祭りに生徒を
連れていってお手伝いをしたり、他校ではできないような、地域と
の関わりをもてる学校という点をPRしていけば、全国から学生が
集まる魅力ある学校にできると思って活動をしている。

昴学園高等学校
 やまだ よしたけ

山田 能健さん

株式会社Ｖｅｒｄｅ大台ツーリズム
 のだ あやこ
代表取締役　野田 綾子さん

大台町ふるさと案内人の会
 つつい さとし

会長　筒井  敏さん

一般社団法人ＡＷＡプロジェクト
 こばやし けんいち

理事　小林 建一さん
大台町観光協会
 にしぐち まみ

西口 茉実さん


